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問010039問題
浮動小数点数に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。

(１) α×２ の形で表記される浮動小数点数を 図１に示す３２ビット単精度浮動小数点形式(以β ，

下，単精度表現という)で表現する。ここで，αとβは次の条件を満たすものとする。

α＝０，又は１≦|α|＜２

－１２６≦β≦１２７

① 符号部(ビット番号３１)

αの値が正のとき０，負のとき１が入る。

② 指数部(ビット番号３０～２３)

βの値に１２７を加えた値が２進数で入る。

③ 仮数部(ビット番号２２～０)

|α|の整数部分１を省略し，残りの小数部分が，ビット番号２２に小数第１位が来るよう

な２進数で入る。

ただし，αの値が０の場合，符号部，指数部，仮数部ともに０とする。

－１(２) 例えば，１０進数の０.７５を２進数で表すと，(０.１１) となる。これは(１.１) ×２２ ２

と表記でき，単精度表現では，図２のとおり，符号部は(０) ，指数部は－１に１２７を加え２

２ ２ ２て (０１１１１１１０) となり，仮数部は(１.１) の小数部分が入るので，(１００…０)

となる。ここで，００…０は０が連続していることを表す。
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次の単精度表現が表す数値として正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１

解答群

－１２５ －１２２ ５ １３２ア ３×２ イ ３×２ ウ ３×２ エ ３×２

－１２５ －１２２ ５ １３２オ １１×２ カ １１×２ キ １１×２ ク １１×２

次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２

二つの浮動小数点数ＡとＢの減算と乗寅を行う。

(１) 減算Ａ－Ｂを，次の手順①～③で行う。

① 指数部の値を大きい方に合わせる。Ａが(１.０１) ×２ であることから，２
５

Ｂを( ａ ) ×２ とする。２
５

② 減算を行う。

５ ｂ((１.０１) －( ａ ) )×２ ＝(１.０) ×２２ ２ ２

③ ②の結果を単精度表現する。その結果は ｃ となる。

(２) 乗算Ａ×Ｂの結果は( ｄ ) ×２ となる。２
９

ａに関する解答群

ア ０.０１１ イ ０.１０１ ウ ０.１１

エ １.０１ オ １.１
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ｂに関する解答群

ア ３ イ ４ ウ ５ エ ６

オ １３１ カ １３２

ｄに関する解答群

ア １.０ イ １.１１ ウ １.１１０１

エ １.１１１ オ １.１１１１


